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東北大学史料館
??????、?
禽歴
昭 和 四 午 . 4 村 東 北 大 学 助 手 高 速 力 学 研 究 所 仁 採 川
昭 和 5 6 年 4 j 1  祠 ' ル 帥 に 男 ・ 汀
昭 和 6 0 年 4 乃 同 助 教 授 に 男 任
平 成 元 年 5 打 河 助 敦 授 流 休 科 学 研 究 所 に 配 岡 換 ( 研 究 所 改 組 )
平 成 元 年 6 打 同 助 教 授 丁 学 部 に 配 批 換
平 成 4 午 7 月 祠 助 教 疑 流 体 科 学 研 究 所 に 配 超 換
平 成 8 年 7 丹 同 教 授 に 昇 任
平 成 1 5 午  4  好 ~ 平 成 1 8 年 3 1 1
削 属 流 休 触 介 研 究 率 七 ン タ ー セ ン タ ー 長 就 任
平 成 2 1 年 3 打 同 定 印 選 職 、 f 定
弓 、
最 終 学 歴
昭 和 " 年 3 "
昭 和 " 午 4 "
昭 和 4 6 年 3 月
昭 和 4 6 年 4 打
昭 和 4 9 午 3 月
昭 和 4 9 年 3  打
3
泰 昭 教 授 略 歴
ノ 上 午 j 1  Π
木 籍 地
職 名
所 城
職
東 北 大 学 工 学 部 機 械 士 学 染 ブ 学 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 上 学 研 究 科 桜 械 工 学 第 二 専 攻 修 上 課 程 人 学
東 北 火 学 火 学 院 工 学 研 究 科 機 械 下 学 第 三 山 . 攻 修 士 課 程 修 了
東 北 大 学 大 学 院 、 1 1 学 価 究 利 市 財 戒 _ [ 学 第 一 . 当 攻 仙 士 課 程 進 学
東 北 大 学 大 学 院 下 学 研 究 甲 1 機 械 上 学 条 二 導 攻 博 ・ k 課 程 修 Υ
1 学 ル 士 ( 来 北 大 学 )
紹 和 2 0 年 4  ナ j 2 4 n
, J 成 県
, × 1 髪
流 休 科 学 研 究 所
?
?
? ?
?
制記
昭和59年~昭和61年4月
アレキサンダーフォンフンボルト奨学研究員として西ドイツ,ゲッチン
ゲン,ドイツ航空宇宙研究所ΦFVLR)に長期出張
平成元年10刀~平成2年3月
客員研究員としてアリゾナ州立大学機械航空研究科(アメリカ,テン
ピー)に出張
平成2年3"~平成2午8月
客貝研究員としてNASAAmeS研究センター(アメリカモファット
フィールド)に長期出張
昭和62年11月~昭和63年3月
航空宇宙技術研究所客員研究員
昭和63年Ⅱ月~平成元年3打
航空宇宙技術研究所客員研究員
平成3年4月~平成4年3月航空宇宙技術研究所客員研究員
平成8年9 児~平成8午10村
客員研究員として力ールスルーエ大学(ドイツ)にーケ月出張
平成10年4月~
平成14年Ⅱ月~
平成15年4月
東北大学学友会航空部部長
位
昭和49年3月
中国吉林大学客員敦授
受
宮崎県日向市に東北大学附属日向灘研究施設を新設
の研究聞発と曳航式風洞による研究の実施
平成2年
平成3年
平成7年
工学博士(東北大学0
rshock 訊lave standlng on an Advanced Airfolu YKoham且アメリカ合衆国
物理学会流体力学部門第7回フォトギャラリーコンテストビデオ貧
日本機械学会流体工学部門フロンティア賞
「捻合空力特性の優れた高速車両先頭形状の研究開発」小渋泰昭.堀江
富士雄,由川透
日木機械学会東北支部技術研究賞
「自然環境に親和するゼロミッションの輸送・発電システム」パラダイ
ム近未来「森に沈む都市」
戦略モデル公募委員会審査員長賞
日本機械学会流体工学部門都門賞
平成13年
学会等における活動(役職等)
ワークショップ流れの遷移・乱流現象の解明はとこまで進んだか
高速力学研究所主催実行委員長(昭和63年)
第26回飛行機シンポジウム(日本航空宇宙学会)実行委員長(昭和63年度)
(社)日本機械学会第二出版部会校閲委員御a和63年度,平成元年.平成4,5年度)
(社)日本航空宇笛学会特殊飛行都門委員会委員(昭和63年度)
ターホ機械協会企画委貝会委員御召和63年度)
日本流体力学会第23回乱流シンポジウム(平成3年度)
平成19年
エアロトレイン
?
?
( 社 ) 日 本 桜 械 学 会 メ カ ラ イ フ 企 画 委 員 会 委 員 ( 平 成 3 年 度 )
日 本 流 体 力 学 会 第 2 4 回 乱 流 シ ン ポ ジ ウ ム ( 平 成 4 年 度 )
( ネ 幻 民 木 機 械 学 会 流 体 工 学 部 門 運 営 委 員 会 委 貝 ( 平 成 4 , 5 年 度 )
( 財 ) 鉄 道 捻 合 技 術 研 究 所 高 速 低 騒 音 風 洞 検 討 委 員 会 委 員 ( 平 成 4 年 度 )
日 本 流 体 力 学 会 第 2 5 回 乱 流 シ ン ポ ジ ウ ム 仙 台 実 行 委 員 会 実 行 委 員 長 ( 平 成 5 年 度 )
( 社 ) 日 木 航 空 工 業 会 , 高 レ イ ノ ル ズ 数 試 験 技 術 研 究 推 進 委 員 会 委 貝 ( 平 成 6 年 度 )
( 社 ) 日 本 機 祉 学 会 第 二 出 版 部 会 運 営 委 員 ( 平 成 8 年 度 )
( 社 ) 日 本 機 械 学 会 東 北 支 部 商 議 員 ( 平 成 8 年 度 )
流 体 融 合 研 究 セ ン タ ー 研 究 活 動 帳 告 会 プ ロ ジ ェ ク ト 評 価 委 員 会 セ ン タ ー 長  T H ・
2 0 備 ( 平 成 1 7 年 度 )
境 界 層 何 f ヲ 毛 会  l n t e 血 a t i o n a l x v o r k s h o p  o n  B o u n d a r y ・ L 丑 y e r  T r a n s i t i o n  s t u d y  i 義 長 ( 平 成 1 9 年 度 )
社 会 に お け る 活 動
N P 0 法 人 「 環 境 親 和 学 研 究 所 」 ( 宮 崎 県 )
理 事 長
1 著書・編書(共著書等含む)
1 エアロトレインと地球環境環境の世紀に期待される空力浮上の乗り物,
小濱泰昭,理工評論出版,2004
Ⅱ
業
調査報告書(科研費報告書など)
t'^
亦貝
1.地球温暖化防止に資する新たな交通システムに関する調査報告書
平成10年3月
交通エコロジー・モビリティ財団
技術開発支援センター研究協力事業部会
目 録
2.平成10年度地域コンソーシアム研究開発事業
「ベンチャー企業育成型地域コンソーシアム(中小企業創造基盤形)」
「ペルチェ運動素子を用いた高度医療・福祉システムの研究開発」第2年度
報告書
平成12年3月
新エネルギー・産業技術総合開発機構
管理法人宮城県中小企業団体中央会
通商産業省工業技術院東北工業技術研究所
1
3.平成10~12年度科学研究費補助金研究成果報告書
「超音速実験機における乱流遷移店の計測と予測法」
平成13年3月
東北大学流体科学研究所教授小濱泰昭
4.平成Ⅱ~13年度科学研究費補助金研究成果報告書
「後退翼三次元境界層の乱流遷移に関する研究」
平成14年3月
東北大学流体科学研究所教授小濱泰昭
5,平成12~14年度産学官連携イノベーション創出事業費補助金
(独創的革新技術開発研究提案公募制度)
「ミレニアム価値創生を目指す環境親和型エネルギーシステム」
平成15年度中間評価・事後評価報告書
文部科学省科学技術政策局調査調整課
26 . 平 成 1 5 年 度 地 域 新 生 コ ン ソ ー シ ア ム 研 究 開 発 亊 ・ 業
「 微 細 気 泡 を も た ら す 新 規 ナ ノ バ ブ ル 発 生 装 置 と そ の 応 用 技 術 の 開 発 」
第 2 年 度 成 果 報 告 書
平 成 1 6 年 3 月
九 州 経 済 産 業 局 財 団 法 人 宮 崎 県 産 業 支 援 財 団
フ .  R C 1 9 5  強 干 渉 流 の 現 象 解 明 と そ の 応 用 に 関 す る 調 査 研 究 分 科 会 研 究 報 告 書
平 成 ] 6 年 7 月
社 団 法 人 日 本 機 械 学 会
Ⅲ . 研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 ・ 共 同 執 筆 )
1 . 小 濱 , 回 転 円 板 に 成 長 す る 三 次 元 境 界 層 の 市 噺 卸 に つ い て , 日 本 流 体 力 学 会 1 志
「 な が れ 」 , 7 巻 別 冊 , 即 . 1 3 0 - 1 3 7 , 1 9 8 8
2 . 伊 藤 , 小 濱 , 低 乱 流 に お け る 平 板 の 遷 移 レ イ ノ ル ズ 数 , タ ー ポ 機 械 ,  V 0 1 . 1 8 ,
P P . 5 1 - 5 4 , 1 9 8 9
3 . 小 濱 , 整 流 金 網 に よ る 風 洞 測 定 部 乱 れ 強 さ の 減 衰 に つ い て , 日 本 流 体 力 学 会
誌 「 な が れ 」 ,  V 0 1 9 , P P . 1 9 3 3 , 1 9 9 0
4 .  Y K O H A M A  a n d  T S U N G 、 J U N G  W A N G ,  T u r b u ] e n c e  p r o d u c t i o n  M e c h a n i s m  i n  a
S h e a r  L a y e r  w i t h  E m b e d d e d  L o n g i t u d i n a ]  v o r t i c e s ,  R e c e n t  A d v a n c e s  i n
E x p e r i m e n t a l  F l u i d  M e c h a n i c s ,  R  G .  z u a n g  E d s . , 1 n t e r n a t i o n a l  A c a d e m i c
P u b ] i s h e r s , P P 3 4 3 - 3 4 8 , 1 9 9 1
5 . 小 濱 ・ 大 場 j ・ 太 田 ・ 大 山 ・ 寺 田 , 高 速 艇 用 プ ロ ペ ラ 支 柱 ま わ り の 流 れ の 測 定 、
日 本 機 械 学 会 論 文 集 ( B 編 ) ,  V 0 1 '  5 7 ,  P P . 2 2 1 7 - 2 2 2 4 , 1 9 9 1
6 . 都 丸 裕 司 , 小 濱 泰 昭 , 翼 型 の 地 面 効 果 特 性 に 関 す る 実 験 的 研 究 , 日 本 流 体 力
学 会 i 志 「 な が れ 」 ,  V 0 1 . 1 0 ,  P P . 4 7 - 6 0 , 1 9 9 1
フ . 小 濱 ・ 菱 沼 ・ 太 田 ・ 瀬 川 , 傾 斜 円 柱 ま わ り の 三 次 元 境 界 層 と キ ャ ビ テ ー シ ヨ ン
の 関 係 に つ い て . 日 本 機 械 学 会 論 文 集 ( B  編 ) ,  V 0 1 . 5 7 , 即 2 8 7 9 - 2 8 8 4 , 1 9 9 1 .
8 . 福 西 ・ 小 濱 ・ 小 林 ・ 石 井 ・ 小 田 島 , 高 レ イ ノ ル ズ 数 乱 流 境 界 層 中 の 組 織 的 運
動 に つ い て , 日 本 流 体 力 学 会 i 志 「 な が れ 」 ,  V 0 1 . 1 0  別 冊 , 即 . 1 2 0 - 1 2 4 , 1 9 9 1 .
9. H.1TO, R. KOBAYASHland Y. KOHA入IA, The LOW・Turbulence wind Tunnelat
Tohoku university The AeronauticalJournal of The Royal Aeronautical society
PP.141-151,1992
10, Y KOHAMA and s. Davis, crossflow・1nstability in a spinning Disk Boundary
Layer, AIAAJournal,1992
11.都丸裕司,小濱泰昭,軌道内におけるタンデム配置型地面効果翼の空力4手性,
日本流体力学会i志「ながれ」, V01.11, PP.45-52,1992
]2.小濱・ W丘LIAMS.SANC・JONA.HOOS,後退翼における境界層の乱流遷移,
日本機械学会論文集(B編),第58巻, PP.3053-3059,19兜
13.福西・小林・小濱・米井,高速列車後流の画像データのコンピュータ解析,
日本流体力学会i志「ながれ」,Ⅱ巻別冊,即3053四,1992
14.小演・小林・福西,傾斜円柱境界層における乱流遷移プロセス,日本流体力
学会誌「ながれ」,11巻別冊,即.108-115,1992
15. Y KOHAMA and K. SUDA, crossaow lnstability 血 3 Spinning Disk Bound雛y
Layer, AIAAJournal, V01.31, PP.212-214,1993
16. Y. KOHAMA Y. FUKUNISHland T. J. WANG,'The Response of Artificial
Longitudinal vortex pair Embedded in the Boundary Layer to Acoustic
Excitation,JSME lnternationalJournal(series B), V0136, PP.74-79,1993
3
17. Y. KOHAMA and s. S. DAVIS, A New parameterfor predicting crossaow
Instability, JSME lntemationalJournal(series B), V0136, PP.80-85,1993.
18. Y. KOHAMA, N. HISHINUIY仏, E OHTA and K. SEGAWA,'1nteraction between
Boundary、Layer Transition and cavitation phenomena on a Yawed cylinder,
JSME lnternationalJournal(series B), V0136, PP.245-251,1993.
19.小濱・生越,デルタ翼前縁はく§識局の吸い込みによる市噺卸,日本流体力学会
i志「ながれ」, V01.12別冊,即26-29,1993
20.小濱,由川,古田,平野,伊佐治,早藤,木田,奥出,松井,高速列車後尾
車まわりの流れと横方向加速度の関係について,日本流体力学会誌「ながれ」,
V01.12別冊, PP.43-46,1993
21.小濱・小栗・太田,一様粗さを用いた抵抗軽減の試み,日本流体力学会誌
「ながれ」, V01.12別冊, PP.63-66,1993.
42 2 . 小 濱 泰 昭 , 高 速 車 両 に お け る 渦 と そ の 制 御 , 可 視 イ ヒ 情 報 学 会 誌 ,  V 0 1 . 1 3 ,
P P 2 3 6 - 2 4 0 , 1 9 9 3 .
2 3 .  Y  K 0 1 1 A M A , 霊  O H T A ,  H u m i d i t y  E n d o s u r e  p r o c e s s  E n h a n c e d  b y  s t r e a m w i s e
V o r t i c e s  D e v e l o p i n g  o v e r  t h e  s e a , 1 n t e r n a t i o n a l J o u r n a l  o f  E x p e r i m e n t a l  T h e r n 〕 a l
a n d  F l u i d  s c i e n c e ,  V 0 1 . 8 ,  P P . 2 3 0 - 2 3 8 , 1 9 9 4
2 4 .  Y .  K O H A M A ,  D .  M O T E G I ,  T r a v e l i n g  D i s t u r b a n c e  A p p e a r i n g  i n  B o u n d a r y  L a y e r
T r a n s i t i o n  i n  a  Y a w e d  c y l i n d e r ,  E x p e r i m e n t a l  T h e r m a l  a n d  F l u i d  s c i e n c e ,  V 0 1 . 8 ,
P P . 2 7 3 - 2 7 8 , 1 9 9 4 .
2 5 . 福 西 ・ 小 林 ・ 小 濱 ・ 米 井 , 高 速 列 車 後 流 の タ フ ド 法 に よ る 解 析 , 日 木 流 体 力
学 会 誌 「 な が れ 」 ,  V 0 1 . 1 3 ,  P P . 5 2 - 5 7 , 1 9 9 4 .
2 6 . 若 菜 ・ 小 濱 , デ ル タ 翼 前 緑 は く 雛 渦 の 崩 壊 過 程 . 日 本 航 空 宇 宙 学 会 誌 ,
V 0 1 . 4 2 ,  P P . 4 9 4 - 5 0 2 , 1 9 9 4
2 7 . 小 濱 ・  W  S .  S A R I C  ・ J .  A .  H O O S , S  即 d s .  D A V I S , 二 次 元 粗 度 の あ る 平 板 上 に
成 長 す る 境 界 層 の 音 波 に 対 す る 受 容 性 , 日 本 流 体 力 学 会 誌 「 な が れ 」 ,
V 0 1 . 1 3 ,  P P 3 8 - 4 5 , 1 9 9 4
2 8 . 小 濱 ・ 太 田 , 後 退 円 柱 の 横 流 れ 不 安 定 性 に よ る 境 界 層 遷 移 ( 第 1 報 , 煙 を 用
い た 可 視 化 と 速 度 測 定 ) , 日 本 流 体 力 学 会 誌 「 な が れ 」 ,  V 0 1 . 1 3 , P P 2 2 4 - 2 3 1 ,
1 9 9 4
2 9 . 小 濱 ・ 太 田 ・ 瀬 川 , 後 退 円 柱 の 横 流 れ 不 安 定 性 に よ る 境 界 層 遷 移 ( 第 2 報 ,
感 温 液 晶 を 用 い た 温 度 場 と 速 度 場 の 対 応 ◇ , 日 本 流 体 力 学 会 誌 「 な が れ 」 ,
V 0 1 . 1 3 ,  P P . 2 3 2 - 2 4 0 , 1 9 9 4
3 0 . 小 濱 ・ 須 田 ・ 渡 辺 . 回 転 円 板 境 界 層 の 乱 流 遷 移 に お け る 進 行 波 撹 乱 の 挙 動 ,
日 本 機 械 学 会 論 文 集 (  B 編 ) ,  V 0 1 . 6 0 , 叩 . 1 9 7 8 - 1 9 8 4 , 1 9 9 4
3 1 . 小 濱 ・ 小 林 , 三 次 元 境 界 層 に お け る 乱 流 遷 移 の 可 視 化 ( 第 1 報 , 回 転 軸 対 称
体 ま わ り の 流 れ ) , 可 視 イ ヒ 情 報 ,  V 0 1 . 1 4 ,  P P . 7 3 - 7 9 , 1 9 9 4
3 2 . 小 濱 , 堀 江 , 由 川 , 空 力 総 合 特 性 の 優 れ た 高 速 列 車 先 頭 形 状 , 日 本 流 体 力 学
「 な が れ 」 ,  V 0 1 . 1 3 別 冊 ,  P P . 1 3 - 1 6 , 1 9 9 4
会 誌
3 4 . 小 濱 泰 昭 , 軌 道 式 高 速 新 幹 線 試 験 設 備 建 設 の 提 案 , 鉄 道 車 両 と 技 術 ,  V 0 1 . 1 ,
P P . 1 9 - 2 2 , 1 9 9 5 .
3 3 . 小 濱 泰 昭 , 高 速 列 車 の 開 発 と 空 力 問 題 , 流 れ の 言 十 測 ,  V 0 1 . 1 2 , P P . 2 6 - 3 2 , 1 9 9 5 .
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Ⅱ . 小 濱 , 人 工 的 な 縦 渦 問 に 成 長 す る 二 次 不 安 定 の 実 験 的 研 究 , 日 本 流 体 力 学 会
第 2 2 回 流 体 力 学 講 演 会 ,  P P . 4 4 - 4 7 , 1 9 9 0
1 2 . 小 濱 ・ 福 西 ・ 伊 藤 ・ 鳥 居 ・ 服 部 ・ 寺 田 ・ 佐 藤 ・ 斎 藤 ・ 大 田 黒 ・ 松 井 ・ 奥 出
早 藤 ・ 高 木 , 高 速 列 車 ま わ り の 流 れ の 言 十 測 , 日 本 流 体 力 学 会 誌 第 2 3 回 乱 流
シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集 , 1 0 別 冊 ,  P P . 1 2 5 - 1 3 1 , 1 9 9 1
1 3 . 王 ・ 福 西 ・ 小 濱 , 3 次 元 境 界 層 に お け る 二 次 不 安 定 の 発 生 基 準 と 音 に 対 す る
応 答 , 日 本 流 体 力 学 会 i 志 第 2 3 回 乱 流 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集 ,  V 0 1 . 1 0 別 冊 ,
P P . 1 5 8 - 1 6 4 , 1 9 9 1
1 4 , 福 西 ・ 小 濱 ・ 小 林 , 高 レ イ ノ ル ズ 数 乱 流 境 界 層 中 の 組 織 運 到 N こ つ い て . 航 空
宇 宙 学 会 ゴ ヒ 部 支 音 皿 9 9 2 年 講 演 論 文 集 ,  P P . 1 - 6 , 1 9 9 2
1 5 . 小 濱 , 後 退 翼 に お け る 境 界 層 遷 移 , 流 体 科 学 研 究 所 第 4 回 研 究 発 表 会 講 演 論
文 集 ,  P P 3 9 - 4 2 , 1 9 9 2 .
1 6 . 太 田 ・ 円 山 ・ 小 濱 , レ ー ザ ド ッ プ ラ ー 流 速 計 を 用 い た ピ ト ー 管 係 数 の 誤 差 解
析 , 航 空 宇 宙 学 会 北 部 支 部 1 9 9 3 年 講 演 論 文 集 , 叩 . 1 0 1 - 1 0 6 , 1 9 9 3
1 7 . 太 田 ・ 円 山 ・ 小 濱 , レ ー ザ 流 速 計 に よ る 乱 れ 強 さ の 測 定 と そ の 誤 差 解 析 , 日
本 機 械 学 会 東 北 支 部 第 2 9 期 総 会 ・ 講 演 会 講 演 論 文 集 ,  P P . フ - 9 , 1 9 9 4
18.渡辺・小濱・須田,回転円板境界層における乱雑化過程,航空宇宙学会北部
支書n994年講演論文集,即.438,1994,
19.小濱・小栗,分布粗さを用いた抵抗φ謝咸の可能性,日本機械学会第72期全国
大会講演会・i諭寅論文集, PP.185-1釘,1994
20.小濱・小野寺,後退平板を用いた横流れ渦制御,第26回流体力学講演会講演
集, PP.201-204,1994
21.小濱・増田・菱沼・飯野,超微粒子分散液体の粘性率の粒子濃度及び温度に
よる変化,第15回日本剣吽勿陛シンポジウム講演論文集,即.243-246,1994.
22.小濱,後退平板における横流れ不安定場,日本機械学会東北支部第30期総会
靜裁寅会講演論文集, V01,951-2,即.73-75,1995
23.小栗,微小な表面分布構造を用いた流体抵抗の軽減,東北大学流体科学研究
所第7回研究発表会講演論文集, PP.200-205,19鮖
24.小濱,大泉,蕨野,低'騒音ガイシの開発,東北大学流体科学研究所第7回研
究発表会講演論文集,即319325,19鮖
25.小栗・小濱,表面構造による乱流遷移の制」御について,日本機械学会東北支
部第31期総会講演会講演論文集,即.15-16,1996
17
26.小濱・彦坂,地面効果翼機の空力特性とその最適条件,日本航空宇宙学会北
部支部創立10周年記念北海道地方講演会1薄演論文集, PP.41-44,1996
27.小濱・首藤,デルタ翼前縁はく離渦の崩壊過程,日本機械学会東北支部八戸
地方講演会講演論文集. V01.961-2,PP.136-138,1996
28.小濱・飯野,回転系三次元境界層に生じる不安定性,日本機械学会第73期通
常総会講演会・講演論文集, VO]3,PP.121-122,1996.
29.小濱・飯野,三次元境界屡内に発生する外力型不安定性について,日本機械
学会流体工学部門講演会・講演論文集,即.141-142,1996
30.江上・小濱,後退平板境界層における横流れ不安定場の解明とその制御,東
北大学流体科学研究所第8回研究発表会講演論文集,即.138-145,1996.
31.小濱泰昭,廣瀬俊夫,太田福雄,田中義一, STAR21先頭牙今伏改良に伴う走
行試験結果について,東北大学流体科学研究所第8回研究発表会講演論文
集, PP212-214,1996、
1 8
3 2
小 栗 ・ 小 濱 , 表 面 処 理 に よ る 流 体 払 吋 亢 の 軽 減 , 東 北 大 学 流 体 科 学 研 究 所 第 8
回 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 ,  P P 3 仭 3 1 2 , 1 9 9 6 .
3 3
飯 野 ・ 小 濱 ,  E k m a n 境 界 層 内 に 発 達 す る 横 流 れ 不 安 定 性 , 乱 流 の 解 明 と 制
御 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 概 要 集 . 即 . 1 - 4 , 1 9 釘
3 4
江 上 ・ 小 濱 , 後 退 翼 境 界 層 の 乱 流 遷 移 と そ の 制 御 , 第 2 9 回 流 体 力 学 講 演 会 講
i 寅 集 .  P P . 2 3 7 ・ 2 4 0 , 1 9 9 7
3 5
小 濱 泰 昭 , 渡 部 英 夫 , 白 銀 英 之 , 地 面 効 果 翼 に お け る 翼 端 板 の 効 果 , 日 本 機
械 学 会 東 北 支 部 い わ き 地 方 講 演 会 部 嵐 宣 論 文 集 ,  N O . 9 7 1 - 2 , P P . 1 2 3 - 1 2 4 , 1 9 釘
3 6
小 濱 泰 昭 , 太 田 福 雄 , 安 藤 和 浩 , パ ン タ グ ラ フ ま わ り の 流 れ と 空 力 騒 音 , 日
本 お 財 戒 学 会 東 北 支 割 知 吋 っ き 地 方 講 演 会 講 演 論 文 集 ,  N 0 9 7 1 - 2 , P P . 1 2 5 - 1 2 6 ,
1 9 9 7
3 7 . 太 田 ・ 小 濱 ・ 桜 田 ・ 森 , コ ー ル ド ド ラ フ ト の 解 析 と そ の 対 策 , 日 本 機 械 学 会
東 北 支 部 い わ き 地 方 講 演 会 講 演 論 文 集 ,  N O . 9 7 1 - 2 , P P . 1 3 9 - 1 如 , 1 9 9 7 .
3 8 . 下 地 雅 之 ・ 小 濱 泰 昭 ・ 小 栗 英 美 , 乱 流 促 進 さ れ た 境 界 層 の 遷 移 過 程 , 第 3 0 回
乱 流 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本 流 体 力 学 会 年 会 9 8 ) 講 演 論 文 集 ,  P P . 1 6 9 - 1 7 0 , 1 9 9 8
3 9 . 奥 津 玄 ・ 河 _ 上 充 佳 ・ 小 濱 泰 昭 , 三 次 元 境 界 層 に お け る 人 工 的 微 小 撹 乱 へ の
応 答 性 第 3 0 回 乱 流 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本 流 体 力 学 会 年 会 9 8 ) 講 演 論 文 集 ,
P P . 1 5 5  - 1 5 6 , 1 9 9 8 .
4 0 . 下 地 雅 之 ・ 小 濱 泰 昭 ・ 小 栗 英 美 , 撹 乱 を 与 え ら れ た 境 界 層 の 遷 移 過 程 , 日 本
機 械 学 会 第 7 6 期 全 国 大 会 講 演 論 文 集 第 3 巻 、 叩 . 1 5 3 - 1 5 4 , 1 9 9 8
4 1 . 河 上 充 佳 ・ 小 濱 泰 昭 ・ 奥 津 玄 , 三 次 元 境 界 層 に お け る 横 流 れ 渦 の 安 定 性 ,
日 本 機 械 学 会 第 7 6 期 全 国 大 会 i 鰯 寅 論 文 集 第 3 巻 , 即 . 2 9 1 - 2 9 2 , 1 9 9 8
4 2 . 田 中 義 一 , 廣 瀬 俊 夫 , 小 濱 泰 昭 , 太 田 福 雄 , 堀 江 富 士 雄 , フ ィ ン 付 き 先 頭 形
状 の 開 発 ( 第 6 回 日 本 機 械 学 会 交 通 流 通 部 門 優 秀 論 文 賞 ) , 日 本 機 械 学 会 交 通
流 通 割 炉 ヨ i 湖 寅 会 講 演 論 文 集 ,  N O . 2 1 , 1 9 9 8
4 3 . 小 濱 泰 昭 , 河 原 進 , 渡 部 英 夫 , 菊 地 聡 , 都 丸 裕 司 . 空 力 浮 上 式 高 速 鉄 道
の 可 能 性 , 第 3 7 回 飛 行 機 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集 , 叩 、 4 5 - 4 8 , 1 9 9 9 .
" . 小 濱 泰 昭 , 渡 部 英 夫 . 菊 地 聡 , 太 田 福 雄 , 河 原 進 , 地 面 効 果 翼 機 の 飛 行
安 定 性 に 関 す る 研 究 , 日 本 航 空 宇 宙 学 会 北 部 支 部 2 0 0 0 年 講 演 会 お よ び 第 1 回
再 使 用 型 宇 宙 推 進 系 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集 , 叩 . 1 0 1 - 1 0 6 , 2 0 0 0
45菊地正憲,斎藤伸拡,平野公孝,小濱泰昭,タンデム配置にある翼型の空力
特陛に及ぼす地面効果,第32回流体力学講演会論文集,即3釘390,2000
木浦寿朗・樋口博・小濱泰昭,ナックルボールにおける境界層はく雜およ
び後流変動の研究,日本機械学会東北支部35期総会・講演会講演論文集,
PP.4-5,2000
青田憲孝・小濱泰昭・ BahTiFaycal・高木正平・西沢啓,厘U畍箔流音瓣克れ
の境界層遷移に関する研究、日本機械学会東北支部35期総会 1韻寅会講演
論文集, PP.6-フ,2000
春田善之・花崎秀史・小濱泰昭,後退翼境界層の乱流遷移における撹乱の成
長日本機械学会東北支部35期総会・講演会講演論文集,即.8-9,2000
楠本淳二・小濱泰昭一渡部英夫・高木敏行・圓山重直,人工心臓を目指した
能動アクチュエータの開発と流動に関する研究,日本桜械学会東北支部35期
絵会・講演会講演論文集,即.192-1船,2000
松原雅春・チ轍畢歩・ FredrikLundeⅡ・小濱泰昭,水素気泡法による平板境
界層の自然遷移の観察第26回「境界層遷移の解明と制御」,2000
飯野淳・ char]esvanAtね・小濱泰昭,安定成層乱流場におけるエネルギー
の変換第26回「境界層遷移の解明と制御」,2000
稲澤歩・松原雅春・小濱泰昭,主流乱れによる境界層遷移(水索気泡法に
よる観察XBoundary Layer Transition subjected to freestream turbulence
σnvestigation using HydTogen bubble method)),日本流イ本力学会年会
2000,2000
木浦寿朗・樋口博・小濱泰昭,ナックルボールにおける縫い目の境界層遷
移とはく雛および後流変動に対する影郷に関する研究,機械学会2000年度年
次大会, V01.4,PP.147-148,2000
菊地聡,渡部英夫,太田福雄,河原進,小濱泰昭,地面効果翼機の安定
浮上制御,日本お財戒学会2000年度年次大会, V01'4,即297-298,2000
加藤琢真,藤田健,伊藤靖,中橋和博,小濱泰昭, J峅蒜造格子法による
ゴルフボール周りの剥隅猶光の数値解析,第32回流体力学講演会,2000
岩野聡,渡部英夫,小濱泰昭,マイクロバブル発生メカニズムと計測に関
する研究,日本機会学会東北支部第36期総会・i靜演会講演論文集,即.24・
25,2001.
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小 濱 泰 昭 , 環 境 親 和 型 社 会 と 流 体 力 学 , 「 環 境 親 和 科 学 の 構 築 を 目 指 し て 」
( T U 圈 S 、 0 . 1 6  「 流 動 の 科 学 』 報 告 書 ) ,  P P . 3 - 6 , 2 0 0 1
池 田 智 弘 , 渡 部 英 夫 , 小 濱 泰 昭 , ウ ィ ン グ レ ッ ト つ き 翼 の 特 性 に 及 ぽ す 地 面
板 及 び 側 壁 の 影 縛 , 日 本 機 械 学 会 東 北 支 部 第 3 6 期 総 会 講 演 会 講 演 論 文 集 ,
P P . 2 5 - 2 7 , 2 0 0 1
伊 藤 孝 幸 , 菊 地 聡 , 渡 部 英 夫 . 小 濱 泰 昭 , エ ア ロ ト レ イ ン の 姿 勢 制 御 に 関
す る 基 礎 的 研 究 , 日 本 機 械 学 会 東 北 支 部 第 3 6 期 総 会 講 演 会 講 演 論 文 集 ,
P P . 6 6 - 6 7 , 2 0 0 1
辻 野 智 司 , 太 田 福 雄 , 小 濱 泰 昭 , 城 下 宗 一 郎 , 泉 野 浩 二 , 次 世 代 型 交 通 シ ス
テ ム 「 エ ア ロ ト レ イ ン 」 の 開 発 と そ の 教 材 化 に 関 す る 研 究 , 日 本 産 業 技 術 教
育 学 会 第 4 4 回 全 国 大 会 講 演 論 文 集 , 即 . 9 4 , 2 0 0 1
加 藤 琢 真 , 藤 田 健 , 伊 藤 蛸 , 中 橋 ネ 畍 専 , 小 濱 泰 昭 , ゴ ル フ ボ ー ル の デ ィ ン
プ ル の 流 れ に 対 す る 影 郷 の 数 値 解 析 , 日 本 機 械 学 会 流 体 工 学 部 門 宮 城 蔵 王 ,
P P . 9 5 , 2 0 0 1
小 濱 泰 昭 , 特 別 講 演 環 境 親 和 型 高 速 輸 送 シ ス テ ム " エ ア ロ ト レ イ ン " の 研
究 開 発 , 第 3 4 回 流 体 力 学 講 演 会 講 演 論 文 集 , 即 . S 1 7 ・ S 2 0 , 2 0 0 1
朴 辰 洛 , 榎 本 秀 喜 , 吉 川 公 利 ご 渡 部 英 夫 , 小 濱 泰 昭 , 消 音 器 出 口 拡 大 管 か
ら 発 生 す る 噴 流 . 騒 音 , 日 本 流 体 力 学 会 年 会 2 0 0 1 , P P 3 侃 3 0 2 , 2 0 0 1 .
長 濱 聡 , 小 濱 泰 昭 ,  F a y c a l B A 1 1 R I . 渡 部 英 夫 , 菊 地 聡 , 圧 力 勾 配 の ゲ ル
ト ラ 型 不 安 定 性 へ の 影 響 , 日 本 お 財 戒 学 会 東 北 支 部 盛 岡 講 演 会 ,  P P . 7 1 - 7 2 ,
2 0 0 1
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備 . 稲 澤 歩 , 松 原 雅 春 , 小 濱 泰 昭 , 主 流 乱 れ に よ る 境 界 層 遷 移 ( り フ ト ア ッ プ
機 構 の 解 明 ) , 日 本 機 械 学 会 流 体 工 学 部 門 宮 城 蔵 王 , 即 . 8 3 , 2 0 0 1
6 6 . 菊 地 聡 , 渡 部 英 夫 , 太 田 福 雄 , 池 田 智 弘 , 小 濱 泰 昭 , エ ア ロ ト レ イ ン の
ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン に よ る 走 行 特 性 , 日 本 機 械 学 会 流 体 工 学 部 門 講 演 会 講 演 論
文 集 ,  P . 1 6 0 , 2 0 0 1 '
6 7 . 渡 部 英 夫 , 太 田 福 雄 , 菊 地 聡 , 小 濱 泰 昭 , エ ア ロ ト レ イ ン の 性 能 向 上 を 目
的 と し た サ イ ド 翼 / 主 翼 千 渉 の 制 御 , 日 本 機 械 学 会 流 体 工 学 部 門 講 演 会 講 演
i 金 文 集 ,  P . 1 6 1 , 2 0 0 1
6 8 . 小 濱 泰 昭 , 菊 地 聡 , 渡 部 英 夫 , 太 田 福 雄 , 地 面 効 果 と そ の 応 用 , 日 本 機 械
学 会 流 体 工 学 部 門 講 演 会 詠 賢 寅 論 文 集 ,  P . 1 6 2 , 2 0 0 1 .
69.宗斤海裕之,小濱泰昭,中橋和博,加藤琢真,地面効果翼における翼形空力性
能の数値解析.日本機械学会流体工学部門講演会講演論文集, P.164,2001.
70.菊地正憲,平野公孝,弓鄭Ⅱ麦夫,吉留耕平,井芹啓介,星野,浩一,小濱泰昭.
曳航風洞を利用した翼型特性の計測に関する研究,日本機械学会流体工学部
門講演会講演i兪文集, P.165,2001
71'菊地正憲,斎藤伸拡,平野公孝,小濱泰昭,タンデム配置にある翼型の空力
特性に及ぼす地面効果,宮崎大学工学部紀要NO.30,即.213-218,2001.
72.菊地正憲.平野公孝,弓削俊夫,吉留耕平,井芹啓介,星笥,浩一,小濱泰昭,
曳航風洞を利用した翼型斗予陛の計測関する研究,宮崎大学工学部紀要NO
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9 0 . 小 濱 泰 昭 , 特 別 講 演 「 つ ぱ さ は 命 を 救 う 」 , 第 4 6 回 飛 行 機 シ ン ポ ジ ウ ム ,
2 0 0 8
そ の 他
1
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